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層状遷移金属ダイカルコゲナイド(Nb/Ta)S2の層間に、3d 遷移金属 M = Ti〜Ni が規則的にイン

ターカレートされた化合物である M(Nb/Ta)3S6 は、反転や鏡映対称性のない結晶構造(空間群

P6322)を有し、インターカラントにより多様な磁性を示すことが知られている[1]。また近年、V や

Mn の系では、インターカラントの 3d バンドと母物質の 4d バンドが EF近傍において交差してい

ることが指摘された[2]。以上を踏まえると、M(Nb/Ta)3S6は結晶構造の空間反転対称性と時間反転

対称性が同時に破れている系であるため、磁性ワイル半金属探索の舞台として興味深い。そこで

我々は、網羅的に M(Nb/Ta)3S6の単結晶育成を行い、系統的な輸送特性の測定を行なった。ヨウ素

を用いた化学気相成長法により、10 種類の異なる組成をもつ M(Nb/Ta)3S6 単結晶の育成に成功し

た。電気抵抗率の温度依存性から、MNb3S6は全て金属的であり、磁気転移に対応した ρ- T 曲線の

折れ曲がり確認された。さらに、縦抵抗 ρxxおよび横抵抗 ρxyの面直磁場依存性の測定を行った。

図 1 に MNb3S6の低温での ρxy測定の結果を示した。強磁性体である V、Cr、Mn の系では非線形

なホール応答が見られ、これは磁化に比例する異

常ホール効果(AHE)である。また、常磁性体の Ti

および反強磁性体の Fe、Ni の系では、一般的な線

形応答を示した。一方で、反強磁性体である Co の

系では唯一、磁気転移点近傍において先行研究[3]

と同様にヒステリシスを伴う明瞭な AHE が観測

された。講演では、AHE の組成依存性、さらに

ARPES 測定によるバンド分散の直接観察の結果

の踏まえ、CoNb3S6における巨大 AHE の起源につ

いて議論する。 
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ず図１. 磁気転移温度以下で面直磁場を 

印印加したときのMNb3S6のホール抵抗 
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